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佐  賀  の  林  業

有田で育った木を、 

有田で加工して、使う。 
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表
紙
の
紹
介 

平
成
30
年
２
月
に
完
成
し
た

有
田
町
立
有
田
小
学
校
は
、
陶
都

有
田
の
歴
史
感
じ
る
伝
統
的
な
景

観
に
自
然
と
な
じ
む
デ
ザ
イ
ン

で
、
校
舎
内
に
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
町
産
ヒ
ノ
キ
の
香
り
漂

う
素
敵
な
空
間
が
広
が
り
ま
す
。

校
舎
に
は
、
平
成
27
年
に
有

田
町
有
林
を
伐
採
し
、
そ
の
後
、

地
元
で
製
材
・
乾
燥
・
加
工
さ
れ

た
ヒ
ノ
キ
を
使
用
。
『
地
元
の
木

に
囲
ま
れ
た
校
舎
で
、
児
童
ら
に

の
び
の
び
と
育
っ
て
欲
し
い
』
と

い
う
関
係
者
の
強
い
思
い
が
実
っ

た
も
の
で
す
。 

教
室
棟
は
木
造
で
、
内
装
に
も

木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
の
校
舎
に

ふ
さ
わ
し
く
、
児
童
が
使
用
す
る

机
と
椅
子
も
県
産
ス
ギ
で
で
き
た

諸
富
家
具
を
採
用
し
て
い
ま
す

（
ふ
る
さ
と
木
材
利
用
拡
大
推
進

事
業
：
県
補
助
金
活
用
）
。 

校
舎
建
築
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。 

目次 

林政だより 

03 間伐・再造林・下刈の支援を拡充しました 

04 平成 30 年度治山・林道コンクール審査結果について

林業ひろば 

08 佐賀県庁県⺠ホールで表彰式を盛大に開催 

10 鹿島市海の森で下刈り作業 

林試だより 

11 「研究フォーラム 2018」を開催 

普及だより 

06 伊万里農林高校で「出前講座」開催（伊万里農林）
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県では、森林等の健全化を促進するために、平成 30

年度から「次代へつなぐ森林再生事業」を新たにスタ

ートさせました。 

山主さんが自ら実施したり、委託等で行う森林の間

伐（保育・搬出）や間伐を行っても良好な生育が期待

できない森林については、皆伐後の再造林を支援して

います。また、平成 31 年度からは再造林地の下刈りに

も支援を広げることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を活用してみたい方は、お持ちの森林が事業の

対象となるのかどうか、まずは最寄りの県農林事務所

（林務課）へご相談されてはいかがでしょうか。 

なお、事業の着手前に計画書等の提出が必要となり

ますので、ご留意ください。 

（林業課 間伐造林担当 石田秀明） 

 

 

 

 

 

 

間
伐
・
再
造
林
・

下
刈
り
の
支
援
を

拡
充
し
ま
し
た 

次代へつなぐ森林（もり）再生事業 ≪第３期佐賀県森林環境税事業≫ 

【手入れが遅れた森林等】 健全な森林へ誘導！ 

間伐

皆伐
再造林

 ・葉の量が少なく成⻑が⾒込めない 
 ・幹が細く、風や雪に弱い 
 ・既に、風等の被害を受けている 

①間伐により再生可能な森林

②間伐では良好な生育が期待

できない森林 

イ
メ
ー
ジ 

イ
メ
ー
ジ 

①自力等支援 

 １ 間   伐：補助率 68％ 

 ２ 森林作業道：補助率 85％ 

 ※対象：造林事業（国補助） 

  の対象とならない森林 

② 皆伐後の再造林等支援  

  1 再造林：補助率  90％（58％） 
  2 下刈り：補助率 100％（68%） 
（  ）は造林補助率が 36％の場合 

※対象：造林事業（国補助）の 
対象となる森林 

手
入
れ
が
遅
れ
た
森
林
の
再
生
・
森
林
の
荒
廃
化
を
未
然
に
防
止 

拡充内容・補助率 
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当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
佐
賀
県
治
山

林
道
協
会
が
、
治
山
工
事
と
林
道
工

事
に
お
け
る
「
施
工
技
術
の
向
上
」
、

「
木
材
利
用
の
推
進
」
、
「
林
道
の

適
切
な
維
持
管
理
の
推
進
」
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、 

 

①
治
山
工
事 

 

②
治
山
で
の
木
材
使
用
工
事 

 

③
林
道
維
持
管
理 

 

④
林
道
工
事 

 

⑤
林
道
で
の
木
材
使
用
工
事 

の
５
つ
の
部
門
で
審
査
し
、
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
を
決
定
し
て
い
ま
す
。 

  

今
回
は
、
平
成
29
年
度
中
に
実
施

し
た
工
事
等
の
中
か
ら
、
一
次
審
査

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
林
事
務
所

に
お
い
て
品
質
、
外
見
、
施
工
管
理

な
ど
で
優
秀
な
工
事
等
を
推
薦
し
て

い
た
だ
き
、
二
次
審
査
と
し
て
、
審

査
員
が
現
地
に
行
き
、
推
薦
書
も
見

な
が
ら
点
数
を
付
け
て
い
く
と
い
う

方
法
で
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
で
最
優
秀
賞
に
決
定
さ

れ
た
場
合
、
県
治
山
林
道
協
会
か
ら
、

全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

治
山
工
事
の
部
門
で
は
、
佐
賀
市
・

鳥
栖
市
・
唐
津
市
・
伊
万
里
市
・
鹿

島
市
で
施
工
さ
れ
た
、
床
固
工
・
谷

止
工
・
法
枠
工
な
ど
の
５
工
事
を
審

査
し
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
に
は
、
唐
津
市
厳
木
町

の
山
中
地
区
に
お
い
て
、
天
建
組

（
株
）
が
施
工
し
た
工
事
に
決
定
し

ま
し
た
。
構
造
物
（
床
固
工
）
の
表

面
仕
上
げ
な
ど
の
出
来
栄
え
が
、
非

常
に
優
れ
て
い
た
こ
と
、
転
石
を
う

ま
く
利
用
し
て
護
岸
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
品
質
、

出
来
形
、
安
全
対
策
な
ど
の
施
工
管

理
も
優
れ
て
い
た
こ
と
が
、
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
他
の
４
工

事
は
優
秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。 

治
山
の
木
材
使
用
工
事
の
部
門
で

は
、
鳥
栖
市
・
伊
万
里
市
・
鹿
島
市

で
行
っ
た
３
か
所
の
治
山
工
事
に
お

け
る
丸
太
階
段
工
・
丸
太
筋
工
・
丸

太
式
の
残
置
型
枠
工
な
ど
を
審
査
し

ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
、
設
計
段
階
か
ら
景

観
・
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
を
採
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
丸
太
な
ど

の
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
す
べ
て

優
秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。 

林
道
の
維
持
管
理
の
部
門
で
は
、

佐
賀
市
、
唐
津
市
、
伊
万
里
市
、
太

良
町
で
管
理
し
て
い
る
４
路
線
に
つ

い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
路
線
も
、
市
町
の
条
例

や
規
程
に
基
づ
き
、
除
草
や
支
障
木

除
去
、
崩
土
・
落
石
の
除
去
等
を
地

元
に
委
託
す
る
な
ど
し
て
適
切
に
維

持
管
理
し
て
い
る
優
良
な
事
例
で
し

た
が
、
特
に
、
佐
賀
市
の
「
林
道 

小
副
川
線
」
は
、
草
刈
り
や
側
溝
清

掃
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し
通
行
車

両
の
安
全
確
保
に
努
め
、
さ
ら
に
、

間
伐
及
び
間
伐
材
の
搬
出
に
積
極
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
路
線
を
維
持
管
理
し
て
い
る
佐
賀

市
を
最
優
秀
賞
に
、
他
の
３
市
町
を

優
秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。 

林
道
工
事
の
部
門
で
は
、
唐
津

市
・
伊
万
里
市
・
太
良
町
で
施
工
さ

平
成
三
十
年
度 

治
山
・
林
道
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
結
果

に
つ
い
て 

 
 

 
部 門：治山工事  
施工者：天建組株式会社 
復旧治山事業 山中地区（唐津市厳木町） 

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
概
要

(1)
治
山
工
事 

(2) 

治
山
木
材
使
用
工
事 

(3) 

林
道
維
持
管
理 

(4) 

林
道
工
事 
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れ
た
林
道
３
路
線
の
開
設
工
事
を
審

査
し
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
に
は
、
伊
万
里
市
に
お

い
て
、
（
株
）
吉
光
建
設
が
施
工
し

た
森
林
管
理
道
「
烏
帽
子
岳
線
１
工

区
」
の
開
設
工
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
現
場
で
は
、
多
量
の
水
が

出
た
り
、
硬
い
岩
が
想
定
以
上
に
出

る
と
い
っ
た
施
工
条
件
が
厳
し
い
現

場
で
あ
り
な
が
ら
も
、
工
程
管
理
を

適
切
に
行
い
な
が
ら
出
来
栄
え
も
優

れ
た
林
道
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
施
工
管
理
全
体
が
優
れ
て
い

た
こ
と
が
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
他
の
２
工
事
は
優
秀
賞
に
決

定
し
ま
し
た
。 

林
道
の
木
材
使
用
工
事
の
部
門
で

は
、
伊
万
里
市
・
嬉
野
市
に
あ
る
林

道
の
２
路
線
に
お
い
て
、
通
行
車
両

の
視
距
確
保
や
維
持
管
理
の
軽
減
の

た
め
の
法
面
保
護
材
と
し
て
「
木
製

パ
ネ
ル
」
や
「
丸
太
」
を
使
用
し
た

林
道
工
事
を
審
査
し
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
に
は
、
伊
万
里
農
林
事

務
所
が
発
注
し
た
工
事
に
決
定
し
ま

し
た
。
切
土
法
面
に
「
木
製
パ
ネ
ル
」

を
使
用
し
、
下
方
の
盛
土
法
面
に
は

「
丸
太
伏
工
」
が
施
工
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
「
木
製
パ
ネ
ル
」
が
耐
久

性
・
施
工
性
・
独
自
性
の
面
で
優
れ

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
他
の
１
工
事
は
優
秀
賞
に

決
定
し
ま
し
た
。 

                        

              
   

〇
お
わ
り
に 

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
し
た

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も

他
の
工
事
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
立

派
な
出
来
栄
え
で
、
完
成
ま
で
の
現

場
管
理
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
等

を
通
じ
ま
し
て
、
治
山
及
び
林
道
工

事
の
関
係
者
の
技
術
の
向
上
、
県
産

木
材
の
利
用
推
進
、
さ
ら
に
、
林
道

の
適
正
な
維
持
管
理
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

（
森
林
整
備
課 

技
術
監 

） 

部 門：林道維持管理  
管理者：佐賀市 
路線名：林道 小副川線 

(5) 

林
道
木
材
使
用
工
事 

部 門：林道工事  
施工者：株式会社吉光建設 
道整備交付金事業工事（開設） 
烏帽子岳線 1 工区（伊万里市） 

部 門：林道木材使用工事
発注者：伊万里農林事務所 
道整備交付金事業工事（開設） 
二里・下分線１工区（伊万里市） 

最優秀賞（協会長賞）
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新規就業者の確保・育成 
伊万里農林事務所管内では、㈱伊万里木材市場、⻄

九州木材事業協同組合、中国木材㈱伊万里事業所によ

り形成される「伊万里木材コンビナート」において、

木材の集荷・加工・販売が一体的に行われており、林

業の振興を図るうえで恵まれた環境と言えますが、管

内の木材生産活動が十分に行われているとは言えない

状況です。これは担い手不足によるところが大きいと

考えられるため、新規就業者の確保・育成に関する取

組に力を入れているところです。 

 

出前講座について 
今回は、伊万里農林高校を対象とした出前講座につ

いて紹介します。これは、林業事業体を就職先の候補

として考えてもらうため、就職活動が本格化する前の

平成３０年６月２１日に、伊万里農林高校森林工学科

林業コースの３年生を対象として開催したものです。 

まずは教室内で県内における森林・林業の概要や管

内林業事業体の業務内容、高性能林業機械による施業

等について紹介しました。 

林業事業体を紹介する際は、イメージしやすいよ

う、一日の仕事の流れについて写真を交えて具体的に

伝えました。 

高性能林業機械の操作体験 
その後、伊万里⻄松浦森林組合による搬出間伐が行

われている現場（伊万里市大川町東田代地区）にて、

機械の操作を体験してもらいました。同組合の技術職

員の指導のもと、チェーンソー、プロセッサ、フォワ

ーダを交代で操作してもらいました。高性能林業機械

を活用した作業は、生徒が持つ林業のイメージに無か

ったようで、プロセッサやフォワーダに興味津々の様

子でした。 

 

一人でも多くの

生徒が森林・林業

に興味を持っても

らい、林業事業体

を就職先の候補と

して考えてもらえ

れば幸いです。

普
及
だ
よ
り（
伊
万
里
農
林
事
務
所
） 

伊
万
里
農
林
高
校
で 

「
出
前
講
座
」
開
催 

（伊万里農林事務所 林務課 普及担当 夏井 雄一朗）
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氏  名 田中 抄昌さん（一般職員） 栗原 一誓さん（技術職員） 

志望動機 
伊万里農林事務所の出前講座で林業
に興味を持ちました。高性能林業機
械が印象深かったです。 

高校で森林・林業について勉強した
ことを活かしたかったからです。 

現在の 
仕事内容 

先輩の仕事を手伝いながら勉強中で
す。現場で測量したり GIS を使って
図面を作成したりしています。ま
た、現場を知るために竹林伐採など
の作業をすることもあります。 

先輩に教えてもらいながらチェーン
ソーによる伐倒作業等をしています
が、夏場になると下刈作業が多くな
りました。また、時々緑の雇用の研
修に行きます。 

楽しいこと 
苦労している

こと 

仕事面ではまだ分からないことも多
く苦労していますが、事務所の雰囲
気はとてもいいです。 

夏場の下刈作業は暑くてキツイです
が、休憩中は先輩方と楽しくおしゃ
べりできます。 

先輩たちは 
どんな人 

皆さん明るく、よく話しかけてくれ
ます。 

丁寧に教えてくれますし、皆さんと
てもやさしいです。 

今後の 
意気込み 

早く仕事を覚えて、一人でも業務が
できるようになりたいです。 

日々研鑽に励み、先輩方に早く追い
つきたいです。 

田中さん 栗原さん

伊万里農林高校で「出前講座」開催 
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平
成
30
年
８
月
27
日
（
月
曜
日
）
に
、
佐
賀
県
庁
新
館
１
階

県
⺠
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１
回
森
川
海
人
っ
感
謝
状
贈
呈
式
及
び

第
62
回
佐
賀
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
功
労
者
等
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
山
口
知
事
か
ら
表
彰
状
等
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

県
⺠
ホ
ー
ル
は
、
２
階
ま
で
吹
き
抜
け
で
天
井
が
高
く
、
美
術
館

の
よ
う
に
落
ち
着
い
た
空
間
が
広
が
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
様
々

な
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

森
林
・
林
業
関
係
者
の
表
彰
式
等
を
県
⺠
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
の

は
今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
会
場
に
は
一
〇
〇
名
以
上
の

方
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

当
日
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
木
の
リ
ボ
ン
（
ウ
ッ
ド
ス
ラ
イ
ス

リ
ボ
ン
）
で
出
来
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
胸
章
を
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
に
も
木
の
リ
ボ
ン
で
で
き
た
リ
ー
ス
や
花
を
飾
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
森
・
川
・
海
の
自
然
に
因
ん
だ
演
出
を
し
て
、
受
賞
者
の
皆

さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
た
い
と
い
う
主
催
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
胸
章
は
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
へ
記
念
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

【
受
賞
者
の
皆
さ
ん
】 

〇
森
川
海
人
っ
感
謝
状 

森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
や
管
理
の
重
要
性
な
ど
を
意
識
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
た
め
、
森
・
川
・
海
の
保
全
活
動

等
が
顕
著
な
個
人
団
体
等
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。 

・
（
森
）
鹿
島
嬉
野
森
林
組
合 

・
（
川
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
嘉
瀬
川
交
流
軸 

・
（
海
）
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
鹿
島
市
支
所 

  〇
佐
賀
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
功
労
者 

地
域
林
業
の
振
興
及
び
緑
化
推
進
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
っ
て
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

【
個
人
の
部
】 

・
最
優
秀
賞 

鶴
田 

正
明
（
唐
津
市
） 

・
優
秀
賞 

岸 

徳
美
（
基
山
町
） 

【
団
体
の
部
】 

・
最
優
秀
賞 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
が
の
樹
エ
コ
ト
ー
プ

SATOM
ORI

（
佐
賀
市
） 

・
優
秀
賞 

古
代
の
里
鏡
会
（
唐
津
市
） 

皆さん！
おめでとう
ございます 

佐
賀
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
を
盛
大
に
開
催

ウッドスライス 
リボン（胸章） 
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〇
佐
賀
県
優
良
緑
の
少
年
団 

次
の
世
代
を
担
う
青
少
年
の
緑
化
活
動
の
中
核
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
「
緑
の
少
年
団
」
の
相
互
研
鑚
を
は
か
り
、
今
後
の
活
動
の
充
実
、
発

展
に
資
す
る
た
め
、
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
緑
の
少
年
団
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。 

・
最
優
秀
賞 

小
城
市
砥
川
小
緑
の
少
年
団
（
小
城
市
） 

・
優 

秀 

賞 

白
石
町
有
明
緑
の
少
年
団
（
白
石
町
） 

 

〇
第
３
回
佐
賀
の
木
の
住
ま
い
コ
ン
ク
ー
ル 

佐
賀
県
産
木
材
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
県
産
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
、
「
木
の
心
地
よ
さ
」
や
「
か
っ
こ
よ
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
魅
力
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
木
造
住
宅
を
施
工
さ
れ
た
施
工
者
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。 

・
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
） 
古
川
建
築
㈱ 

・
優
秀
賞
（
ふ
る
郷
の
木
づ
か
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
委
員
長
賞
） 

㈱
坂
井
建
築 

・
優
秀
賞
（
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
木
材
協
会
代
表
理
事
会
長
賞
）

㈲
夢
木
香 

・
特
別
賞
（
佐
賀
新
聞
社
賞
） 

㈱
住
工
房
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ 

・
特
別
賞
（
サ
ガ
テ
レ
ビ
賞
） 

㈲
諸
岡
建
設 

  

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
林
業
課 

専
門
技
術
員
） 

 

                         

佐賀の木の住まいコンクール受賞者の皆さん 佐賀県優良緑の少年団の皆さん 

森川海人っ感謝状を贈呈された皆さん 佐賀県森林・林業・緑化功労者の皆さん 
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平成 30 年７月 21 日（土曜日）に、鹿島市、鹿島市

環境衛生推進協議会の主催で鹿島市海の森下刈り作業
が開催されました。 
 鹿島市海の森は、有明海の環境を守る目的と市内４
つの漁業協同組合の合併を記念して、平成７年３月に
鹿島市と漁協の共催で広葉樹を植栽する植樹祭を開催
したことが始まりで、その後、夏に下刈り、春に植樹
活動が行われ、今回の作業で 25 回目を数えます。 

造成した森林の面積は約 23ha、植栽本数約６万本と
立派な森林が造成されました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

今回は、平成 28 年３月及び平成 29 年 3 月にクヌギ、
カエデ、クリを 2,400 本植樹した山浦区の大谷森林公
園で行われ、今年の夏を象徴する猛暑の中、約 150 名
の漁業者やボランティアの方々の参加がありました。 

作業時間は約１時間でしたが、予定されていた約１
ha の範囲をケガや熱中症なども無く無事終了すること
ができました。 
 今後も、引き続き「海の森」の活動が続き、豊かな
有明海が後世に引き継がれることを願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿島市海の森で下刈り作業 

太良町中山キャンプ場山開き 
 
平成 30 年 7 月 18 日（水曜日）太良町主催で太

良町中山キャンプ場山開き式が開催されました。
 

 式典には、太良町⻑をはじめ県議会議員、町議
会議員、地元関係者など約 40 名の方が出席され、
玉串奉奠の神事を行い、安全を祈願しました。 
 当キャンプ場は、多良岳への登山口にもなって
おり、オオキツネノカミソリの群生地や座禅岩な
どの絶景スポット、太良嶽神社上宮などの歴史文
化が多数あり、見どころがいっぱいで登山初心者
の方でも楽しむことできます。 
 

是非、足を運んでみてはいかがでしょうか。 （座禅岩からの展望） 

（杵藤農林事務所 林務課 普及担当 武田 経孝） 
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平成 30年７月５日（木曜日）、佐賀県林業試験場の

３階講堂において、林業試験場における研究内容や成

果等について広く情報発信を行うとともに、関係者と

意見交換を行い、本県の試験研究の推進及び森林・林

業・木材産業の振興に資することを目的に「研究フォ

ーラム 2018」を開催しました。 

当日は、生憎の雨模様でしたが、県内の森林・林

業・木材産業の関係者を始め、隣県の公設林業試験場

の研究員など約 50 名の方々にご参加頂きました。 

 フォーラムでは、当場の研究員による研究発表が２

課題と特別講演として九州大学大学院農学研究院准教

授の藤本登留先生に「木材の乾燥について」と題して、

木材乾燥の必要性や各種木材乾燥技術の紹介等、大変

示唆に富む講演をして頂きました。 

 

 

 

 

 

研究発表① 

「佐賀県産スギ平角材の強度性能について」

研究開発担当副主査 林﨑 泰  

 佐賀県産スギ平角材（120×240×4,000mm）につい

て、すべての試験体（92 本）について JAS 機械等級区

分の E50 以上の曲げ強度を有することが確認された。 

また、高温蒸気式乾燥（高温セット）とビニールハ

ウスでの天然（太陽熱）乾燥との組み合わせでは、天

然（太陽熱）乾燥６か月程度で含水率 20％以下を達成

することが確認された。 

研究発表② 

「ギョウジャニンニクの栽培技術とﾓﾆﾀｰ栽培」

研究開発担当係⻑ 宮﨑 潤二 

 アリシンを多く含み疲労回復や滋養強壮に効果があ

るとされ、主に北日本で栽培されているギョウジャニ

ンニクが佐賀でも栽培可能なことが確認された。また、

当日はギョウジャニンニク入りの餃子の試食も行い、

参加者の関心も高かった。 

 

参加者のアンケートでは、概ね好評の意見や感想等

を頂いており、試験場としても今後の試験研究への取

組に対して勇気を頂いたところでした。ご多忙の中、

特別講演をして頂いた九州大学の藤本先生始め、参加

して頂いた皆様方にこの場を借りて御礼申し上げます。 

（佐賀県 林業試験場 副場⻑ 永守 直樹）

「研究フォーラム２０１８」を開催
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編
集

・
発

行
 

平
成

30年
9月

1日
発

行
 

〒
840-8570 佐

賀
市

城
内

1丁
目

1番
59号

 
佐

賀
県

林
業

課
・

佐
賀

県
林

業
改

良
普

及
協

会
 

TEL：
0952-25-7132 

●１０月２８日（日）ふれあいの森フェスタ  
佐賀県⽴２１世紀県民の森（佐賀市富士町） 

森・川・海の工作体験や親子で参加できるヤマメのつかみ取
り、植樹体験、森川海の幸の試食などの催しがあります。 

●１１月 ４日（日）よかウッドフェスタ 
場所：どん３の森（佐賀市天神） 

「さがの木を使うことが、さがの森を良くしていること」を
知ってもらうイベント。県産木材を使った木工工作などの体験
型イベントが盛りだくさん！この他、棟上げ実演、もち投げ、
チェーンソーアート実演、ミニライブも。 

●１１月１１日（日）第８回 佐賀県きこり選手権 
場所：唐津市七山 
佐賀県の山を守り育てている林業技術者が伐倒や丸太切り等

の技を競い合う大会。木工体験等もあり見学自由。 

今後の主な行事 

「佐賀の木材市況」は、さがのよか木を応援する「よかウッド」ＨＰに掲載することとなりました。 
佐賀の木材市況の掲載について 

※
こ

の
冊

子
は

、
「

佐
賀

の
森

の
木

に
な

る
紙

」
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 


